
   

      

 
   

 
 

 
   
 

 

2018 年７月号 Vol.81 

国民民主党・県政クラブ県議団 

2018 年８月号 Vol.82 

『６月県議会』でも一般質問に登壇しました。 

【　国際高速船ビートル博多～対馬・比田勝　】　

混乗寄港便が就航！　祈念式典に出席しました。

18-07-23　就航記念式典 18-07-23　ビートル混乗船初就航

　本年７月23日より、『ビートル博多～対馬混乗寄港便』が就航し、

「博多港国際ターミナルビル」で就航記念式典が開催されました。

　「ビートル混乗便」は、これまでの博多～釜山間の国際線の座席の一

部（26席）を、博多～対馬（比田勝港）に限って国内線と混乗させる

ものです。これにより博多～対馬・比田勝港は２時間10分で結ばれる

ことになり、上対馬の方々の利便性が格段に上昇することに加え、福岡

～対馬間の観光客の増加。更には博多港を窓口として、九州への観光

振興につながることが期待できます。

　この「対馬混乗寄港便」を宣伝・活用し、本県ならびに九州観光に

結び付けていきます。

　本年『６月県議会』（6/7～6/25）にお

いても一般質問に登壇しました。質問の概要

は以下の通りです。

　なお、詳細な質疑応答はホームページに

アップしていますので、是非、ご覧下さい。

（https://3.haranaka.jp/gikai_q201806_1.html）
　

１．気候変動に対応する筑前海の水産業の

　　振興について（質問概要）

　①東シナ海をはじめ、外洋における水産資

源を管理するための国際的な枠組みはどのよ

うになっているか。その上で、県として筑前

海の資源づくり、良好な漁場づくりにどのよ

うに取り組むのか。

②筑前海の海水温の上昇など海洋環境の変化に合わせた漁業をいかに行うのか。③筑前海に

おける、カキ養殖をはじめとする無給餌養殖をいかに振興していくのか。

２．ビートル「対馬混乗寄港便」の活用について（質問概要）

　本年７月２３日から、高速船「ビートル」の一部の便が、対馬市北部の比田勝港を経由し、

国内航路としても利用できる「対馬混乗寄港便」となるが、国際航路に国内旅客が相乗りす

る「混乗」は全国初となる。そこで、ビートル「対馬混乗寄港便」就航を活かし、韓国から

本県への誘客、更に、本県の経済、観光、文化交流などの振興にいかに取り組むのか。

18-06-18『６月県議会』一般質問


